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 6.2.2 予測･評価 
(1) ⼯事⽤資材等の搬出⼊に伴う騒⾳の影響 
 1) 予測 

予測内容 
⼯事の実施における、⼯事⽤資材等の搬出⼊⾞両の⾛⾏に伴う、主要⾛⾏ルート

沿道の騒⾳レベルを予測した。 
予測内容を表 6.2.2-1 に⽰す。 

 
表 6.2.2-1 ⼯事⽤資材等の搬出⼊に伴う騒⾳の予測内容 

予測項⽬ 等価騒⾳レベル（LAeq） 

予測対象時期 ⼯事⽤資材等の搬出⼊⾞両の⾛⾏による影響が最⼤となる時期 

 
予測地域及び予測地点 
予測地域は、調査地域のうち、⾳の伝搬の特性を踏まえて騒⾳に係る環境影響を

受けるおそれがあると認められる地域とした。 
予測地点は、⾳の伝搬の特性を踏まえて予測地域における騒⾳に係る環境影響を

的確に把握できる地点とし、⼯事⽤資材等の搬出⼊が想定され、対象事業実施区域
周辺の代表的な地点で実施した現地調査地点と同様とした。ただし、「国道 377 号
沿い」及び「塩江中学校付近」については、現時点の⼯事計画上、⼯事⽤資材等の
搬出⼊⾞両が⾛⾏しない想定とするため予測地点から除外した。 

予測地点を図 6.2.2-１に⽰す。 
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図 6.2.2-１ ⼯事⽤資材等の搬出⼊⾞両の⾛⾏に伴う騒⾳の予測地点 

※この地図は、国⼟地理院発⾏の電⼦地形図
25000 を複製して情報を追記したものである。 

予測地点 

⼯事⽤資材等の搬出⼊⾞両の主要な⾛⾏ルート 
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予測の基本的な⼿法 
⼯事⽤資材等の搬出⼊⾞両の⾛⾏に伴う騒⾳の影響予測は、「道路環境影響評価

の技術⼿法（平成 24 年度版）」（平成 25 年 3 ⽉、国⼟交通省国⼟技術政策総合研
究所・独⽴⾏政法⼈⼟⽊研究所）（以下「技術⼿法」という。）を参考に、⾳の伝搬
理論に基づく予測式により計算する⽅法とした。 

 
i) 予測⼿順 

⼯事⽤資材等の搬出⼊⾞両の⾛⾏に伴う騒⾳の予測⼿順を図 6.2.2-２に⽰す。 
技術⼿法に基づき、等価騒⾳レベルを予測した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6.2.2-２ ⼯事⽤資材等の搬出⼊⾞両の⾛⾏に伴う騒⾳の予測⼿順 
 

ii) 予測式 
予測は、既存道路の現況の等価騒⾳レベル（LAeq

※）に、⼯事⽤資材等の搬出⼊⾞
両の影響を加味した次式により⾏った。 

 
𝐿஺௘௤ ൌ 𝐿஺௘௤

※ ൅ 𝛥𝐿 

𝛥𝐿 ൌ 10 𝑙𝑜𝑔ଵ଴ ൜ ⥂ ൫10௅ಲ೐೜,ೃ/ଵ଴ ൅ 10௅ಲ೐೜,ಹ಴/ଵ଴൯/10௅ಲ೐೜,ೃ/ଵ଴ൠ 
 

ここで、 
𝐿஺௘௤

※ ︓現況の等価騒⾳レベル（dB） 
𝐿஺௘௤,ோ ︓現況の交通量から、（社）⽇本⾳響学会の「ASJ RTN-Model 

2023」を⽤いて求められる等価騒⾳レベル（dB） 
𝐿஺௘௤,ு஼ ︓⼯事⽤資材等の搬出⼊⾞両の交通量から、（社）⽇本⾳響学会

の「ASJ RTN-Model 2023」を⽤いて求められる等価騒⾳レベ
ル（dB）  

現況等価騒⾳レベル 
LAeq

※ 

⼯事⽤資材等の搬出⼊⾞両の負荷分による 
騒⾳レベルの増加ΔL 

⼯事⽤資材等の搬出⼊⾞両⾛⾏時の等価騒⾳レベル 
LAeq＝LAeq

※+ΔL 

現況の交通による 
等価騒⾳レベル LAeq,R

の計算 

⼯事⽤資材等の搬出⼊⾞両の⾛
⾏による等価騒⾳レベル 

LAeq,HC の計算 

現況の交通条件 
（交通量、⾛⾏速度） 

⼯事⽤資材等の搬出⼊⾞両の交
通条件（交通量、⾛⾏速度） 
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iii) 予測条件 
a. 道路条件 

予測地点における道路断⾯構造を図 6.2.2-３に⽰す。 
 

国道 193 号沿い 

 

北側⾛⾏路沿い 

 

南側⾛⾏路沿い 

 

注）予測地点の位置を図 6.2.2-１に⽰す。 

図 6.2.2-３ 予測地点における道路断⾯図 

  

路肩車道
（南行き）

車道
（北行き）

路肩 歩道

測定点

歩道 水路導流帯

4.0m 0.8m 5.0m5.0m 1.1m 3.2m 0.8m 3.6m 0.8m

測定点

車道
（南西行き）

車道
（北東行き）

歩道歩道水路

0.8m 3.1m 3.3m 3.3m 3.3m

測定点

車道
（南西行き）

車道
（北東行き）

路肩
(路側帯)

路肩
(路側帯)

1.2m 2.8m 2.8m 1.2m
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b. 予測時期 
予測時期は、⼯事⽤資材等の搬出⼊⾞両の⾛⾏による騒⾳に係る環境影響が最⼤

となる時期とし、図 6.2.2-４に⽰すとおり、⼯事計画で⼯事⽤資材等の搬出⼊⾞
両台数のうち⽇最⼤想定⾞両台数で⼤型⾞台数が最も多い令和 13 年度（⼯事開始
後 6 年⽬）の 9 ⽉〜11 ⽉とした。 

 

 
図 6.2.2-４ 建設⼯事における⼯事⽤資材等の搬出⼊⾞両の経⽉台数 

 
c. ⼯事⽤資材等の搬出⼊時間 

⼯事⽤資材等の搬出⼊⾞両が⾛⾏する時間は平⽇の 12 時間（6:00〜19:00
（12:00〜13:00 を除く））とした。 

 
d. 予測に⽤いる交通量 

予測に⽤いる⾞両台数は、現地調査結果で把握した現況交通量に、⼯事中に⾛⾏
が想定される⼯事⽤資材等の搬出⼊⾞両の台数を加算した将来交通量を算出して
設定した。なお、⼯事⽤資材等の搬出⼊⾞両の台数は、⽇最⼤想定⾞両台数で⼤型
⾞台数が最も多い令和 13 年度（⼯事開始後 6 年⽬）の 9 ⽉〜11 ⽉の台数を設定
した。 

また、関連施設に関連する⼯事⽤資材等の⾛⾏が⾒込まれることから、それらの
⾞両台数も考慮した。 

設定した予測に⽤いる交通量を表 6.2.2-2 に⽰す。 
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表 6.2.2-2(1) 予測に⽤いた交通量（国道 193 号沿い︓平⽇） 

 
注）⼯事⽤資材等の搬出⼊⾞両を時間配分した際に⽣じた⼩数点は全て切り上げとした。 

 
表 6.2.2-2(2) 予測に⽤いた交通量（北側⾛⾏路沿い︓平⽇） 

 
注）⼯事⽤資材等の搬出⼊⾞両を時間配分した際に⽣じた⼩数点は全て切り上げとした。 

⼤型⾞
（台）

⼩型⾞
（台）

⼤型⾞
（台）

⼩型⾞
（台）

⼤型⾞
（台）

⼩型⾞
（台）

合計
（台）

⼤型⾞
混⼊率
（％）

⼤型⾞
（台）

⼩型⾞
（台）

⼤型⾞
（台）

⼩型⾞
（台）

⼤型⾞
（台）

⼩型⾞
（台）

合計
（台）

⼤型⾞
混⼊率
（％）

6:00 〜 7:00 31 102 0 54 31 156 187 17% 25 143 0 0 25 143 168 15%
7:00 〜 8:00 47 275 9 108 56 383 439 13% 27 296 0 0 27 296 323 8%
8:00 〜 9:00 42 261 5 0 47 261 308 15% 54 243 6 0 60 243 303 20%
9:00 〜 10:00 64 192 6 0 70 192 262 27% 75 230 5 0 80 230 310 26%
10:00 〜 11:00 49 213 5 0 54 213 267 20% 53 235 6 0 59 235 294 20%
11:00 〜 12:00 70 243 5 0 75 243 318 24% 64 213 8 0 72 213 285 25%
12:00 〜 13:00 40 235 0 0 40 235 275 15% 70 258 0 0 70 258 328 21%
13:00 〜 14:00 47 198 9 0 56 198 254 22% 62 183 5 0 67 183 250 27%
14:00 〜 15:00 43 191 5 0 48 191 239 20% 49 192 6 0 55 192 247 22%
15:00 〜 16:00 29 257 5 0 34 257 291 12% 28 253 5 0 33 253 286 12%
16:00 〜 17:00 12 239 5 0 17 239 256 7% 25 262 5 0 30 262 292 10%
17:00 〜 18:00 13 241 0 0 13 241 254 5% 17 292 8 108 25 400 425 6%
18:00 〜 19:00 14 250 0 0 14 250 264 5% 8 194 0 54 8 248 256 3%
19:00 〜 20:00 1 134 0 0 1 134 135 1% 2 81 0 0 2 81 83 2%
20:00 〜 21:00 4 103 0 0 4 103 107 4% 2 46 0 0 2 46 48 4%
21:00 〜 22:00 5 77 0 0 5 77 82 6% 3 35 0 0 3 35 38 8%
22:00 〜 23:00 3 40 0 0 3 40 43 7% 5 29 0 0 5 29 34 15%
23:00 〜 0:00 0 22 0 0 0 22 22 0% 6 5 0 0 6 5 11 55%
0:00 〜 1:00 1 10 0 0 1 10 11 9% 5 8 0 0 5 8 13 38%
1:00 〜 2:00 5 5 0 0 5 5 10 50% 11 5 0 0 11 5 16 69%
2:00 〜 3:00 7 7 0 0 7 7 14 50% 4 3 0 0 4 3 7 57%
3:00 〜 4:00 4 6 0 0 4 6 10 40% 13 4 0 0 13 4 17 76%
4:00 〜 5:00 7 10 0 0 7 10 17 41% 11 24 0 0 11 24 35 31%
5:00 〜 6:00 18 21 0 0 18 21 39 46% 3 28 0 0 3 28 31 10%

556 3,332 54 162 610 3,494 4,104 15% 622 3,262 54 162 676 3,424 4,100 16%

①現況交通量
②⼯事⽤資材等の

搬出⼊⾞両
③将来交通量（①＋②）

時刻

南⾏き（搬⼊） 北⾏き（搬出）

24時間合計

①現況交通量
②⼯事⽤資材等の

搬出⼊⾞両
③将来交通量（①＋②）

⼤型⾞
（台）

⼩型⾞
（台）

⼤型⾞
（台）

⼩型⾞
（台）

⼤型⾞
（台）

⼩型⾞
（台）

合計
（台）

⼤型⾞
混⼊率
（％）

⼤型⾞
（台）

⼩型⾞
（台）

⼤型⾞
（台）

⼩型⾞
（台）

⼤型⾞
（台）

⼩型⾞
（台）

合計
（台）

⼤型⾞
混⼊率
（％）

6:00 〜 7:00 0 15 0 54 0 69 69 0% 1 6 0 0 1 6 7 14%
7:00 〜 8:00 8 69 9 108 17 177 194 9% 1 10 0 0 1 10 11 9%
8:00 〜 9:00 4 20 5 0 9 20 29 31% 8 9 0 0 8 9 17 47%
9:00 〜 10:00 25 25 6 0 31 25 56 55% 36 24 0 0 36 24 60 60%
### 〜 11:00 19 18 5 0 24 18 42 57% 20 16 0 0 20 16 36 56%
### 〜 12:00 28 21 5 0 33 21 54 61% 29 17 0 0 29 17 46 63%
### 〜 13:00 25 24 0 0 25 24 49 51% 24 30 0 0 24 30 54 44%
### 〜 14:00 30 14 9 0 39 14 53 74% 35 15 0 0 35 15 50 70%
### 〜 15:00 19 17 5 0 24 17 41 59% 19 17 0 0 19 17 36 53%
### 〜 16:00 6 14 5 0 11 14 25 44% 5 23 0 0 5 23 28 18%
### 〜 17:00 2 18 5 0 7 18 25 28% 1 42 0 0 1 42 43 2%
### 〜 18:00 2 11 0 0 2 11 13 15% 4 37 0 0 4 37 41 10%
### 〜 19:00 0 8 0 0 0 8 8 0% 0 21 0 0 0 21 21 0%
### 〜 20:00 0 1 0 0 0 1 1 0% 0 2 0 0 0 2 2 0%
### 〜 21:00 0 9 0 0 0 9 9 0% 0 1 0 0 0 1 1 0%
### 〜 22:00 0 9 0 0 0 9 9 0% 0 6 0 0 0 6 6 0%
### 〜 23:00 0 2 0 0 0 2 2 0% 0 11 0 0 0 11 11 0%
### 〜 0:00 0 1 0 0 0 1 1 0% 0 0 0 0 0 0 0 0%
0:00 〜 1:00 0 0 0 0 0 0 0 0% 0 0 0 0 0 0 0 0%
1:00 〜 2:00 0 1 0 0 0 1 1 0% 0 0 0 0 0 0 0 0%
2:00 〜 3:00 0 1 0 0 0 1 1 0% 0 1 0 0 0 1 1 0%
3:00 〜 4:00 0 2 0 0 0 2 2 0% 0 0 0 0 0 0 0 0%
4:00 〜 5:00 0 0 0 0 0 0 0 0% 1 0 0 0 1 0 1 100%
5:00 〜 6:00 0 1 0 0 0 1 1 0% 0 0 0 0 0 0 0 0%

168 301 54 162 222 463 685 32% 184 288 0 0 184 288 472 39%

北東⾏き（搬出）
②⼯事⽤資材等の

搬出⼊⾞両
③将来交通量（①＋②） ①現況交通量

②⼯事⽤資材等の
搬出⼊⾞両

①現況交通量
時刻

南⻄⾏き（搬⼊）

24時間合計

③将来交通量（①＋②）
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表 6.2.2-2(3) 予測に⽤いた交通量（南側⾛⾏路沿い︓平⽇） 

 
注）⼯事⽤資材等の搬出⼊⾞両を時間配分した際に⽣じた⼩数点は全て切り上げとした。 

  

⼤型⾞
（台）

⼩型⾞
（台）

⼤型⾞
（台）

⼩型⾞
（台）

⼤型⾞
（台）

⼩型⾞
（台）

合計
（台）

⼤型⾞
混⼊率
（％）

⼤型⾞
（台）

⼩型⾞
（台）

⼤型⾞
（台）

⼩型⾞
（台）

⼤型⾞
（台）

⼩型⾞
（台）

合計
（台）

⼤型⾞
混⼊率
（％）

6:00 〜 7:00 0 1 0 0 0 1 1 0% 0 4 0 0 0 4 4 0%
7:00 〜 8:00 0 9 0 0 0 9 9 0% 0 14 0 0 0 14 14 0%
8:00 〜 9:00 3 4 0 0 3 4 7 43% 1 3 6 0 7 3 10 70%
9:00 〜 10:00 0 8 0 0 0 8 8 0% 0 6 5 0 5 6 11 45%
10:00 〜 11:00 0 12 0 0 0 12 12 0% 0 10 6 0 6 10 16 38%
11:00 〜 12:00 0 4 0 0 0 4 4 0% 0 6 8 0 8 6 14 57%
12:00 〜 13:00 3 7 0 0 3 7 10 30% 3 4 0 0 3 4 7 43%
13:00 〜 14:00 0 3 0 0 0 3 3 0% 1 1 5 0 6 1 7 86%
14:00 〜 15:00 0 7 0 0 0 7 7 0% 0 7 6 0 6 7 13 46%
15:00 〜 16:00 0 6 0 0 0 6 6 0% 0 5 5 0 5 5 10 50%
16:00 〜 17:00 0 5 0 0 0 5 5 0% 1 5 5 0 6 5 11 55%
17:00 〜 18:00 0 10 0 0 0 10 10 0% 0 8 8 108 8 116 124 6%
18:00 〜 19:00 0 6 0 0 0 6 6 0% 0 8 0 54 0 62 62 0%
19:00 〜 20:00 0 3 0 0 0 3 3 0% 0 0 0 0 0 0 0 0%
20:00 〜 21:00 0 3 0 0 0 3 3 0% 0 0 0 0 0 0 0 0%
21:00 〜 22:00 0 1 0 0 0 1 1 0% 0 5 0 0 0 5 5 0%
22:00 〜 23:00 0 2 0 0 0 2 2 0% 0 1 0 0 0 1 1 0%
23:00 〜 0:00 0 0 0 0 0 0 0 0% 0 0 0 0 0 0 0 0%
0:00 〜 1:00 0 0 0 0 0 0 0 0% 0 0 0 0 0 0 0 0%
1:00 〜 2:00 0 0 0 0 0 0 0 0% 0 1 0 0 0 1 1 0%
2:00 〜 3:00 0 3 0 0 0 3 3 0% 0 2 0 0 0 2 2 0%
3:00 〜 4:00 0 0 0 0 0 0 0 0% 0 0 0 0 0 0 0 0%
4:00 〜 5:00 0 1 0 0 0 1 1 0% 0 1 0 0 0 1 1 0%
5:00 〜 6:00 0 1 0 0 0 1 1 0% 0 1 0 0 0 1 1 0%

6 96 0 0 6 96 102 6% 6 92 54 162 60 254 314 19%

③将来交通量（①＋②）

24時間合計

①現況交通量
②⼯事⽤資材等の

搬出⼊⾞両
③将来交通量（①＋②） ①現況交通量

②⼯事⽤資材等の
搬出⼊⾞両時刻

南⻄⾏き（搬⼊） 北東⾏き（搬出）
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e. ⾃動⾞騒⾳のパワーレベル 
⾃動⾞⾛⾏騒⾳におけるパワーレベル LWA（1 台の⾞から発⽣する平均パワーレ

ベル（dB））の算出には、「道路交通騒⾳の予測モデル“ASJ RTN-Model 2023”」
（2024 年、⽇本⾳響学会）に基づいて、表 6.2.2-3 に⽰す式で求めた。 

 
表 6.2.2-3 ⾃動⾞のパワーレベルの算定式 

区分 算定式 

⾃動⾞のパワーレベル算定式 
⾮定常⾛⾏ ⼤型⾞類︓LWA＝88.8＋10 log10V 

⼩型⾞類︓LWA＝81.4＋10 log10V 

定常⾛⾏ ⼤型⾞類︓LWA＝53.2＋30 log10V 
⼩型⾞類︓LWA＝45.8＋30 log10V 

記号説明 LWA ︓ 騒⾳パワーレベル [dB] 
V ︓ 平均⾛⾏速度 [km/h] 

 
f. ⾛⾏速度 

予測に⽤いる⾛⾏速度を当該道路の規制速度とし、表 6.2.2-4 に⽰す。なお、
定常⾛⾏区間とするか⾮定常⾛⾏区間とするかについては、⾛⾏速度や実際の道路
状況を考慮して設定した。 

 
表 6.2.2-4 予測地点における⾛⾏速度 

単位︓km/時 

予測地点 区分 ⾛⾏速度 定常⾛⾏区間/ 
⾮定常⾛⾏区間 

国道 193 号沿い 
⼤型⾞ 

50 定常⾛⾏区間 
⼩型⾞ 

北側⾛⾏路沿い 
⼤型⾞ 

30 ⾮定常⾛⾏区間 
⼩型⾞ 

南側⾛⾏路沿い 
⼤型⾞ 

30 ⾮定常⾛⾏区間 
⼩型⾞ 

 
g. 予測位置および⾼さ 

予測位置は道路端とし、予測⾼さは地上 1.2m とした。 
 

予測結果 
⼯事⽤資材等の搬出⼊に伴う騒⾳レベルの予測結果を表 6.2.2-5 に⽰す。⼯事

⽤資材等の搬出⼊⾞両台数を付加した騒⾳レベルは 56〜66dB となった。 
 

表 6.2.2-5 ⼯事⽤資材等の搬出⼊に伴う道路交通騒⾳（LAeq）の予測結果 
                                           単位︓dB 

予測地点 現況騒⾳レベル 予測結果 ⼯事⽤資材等の搬出⼊
⾞両による増加分 

国道 193 号沿い 66 66         0（1 未満） 
北側⾛⾏路沿い 60 61 1 
南側⾛⾏路沿い 51 56 5 
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 2) 環境保全措置 
環境保全措置の検討 
⼯事⽤資材等の搬出⼊に伴う騒⾳の影響（⼯事の実施）を回避・低減するために

環境保全措置の検討を⾏った。検討内容を表 6.2.2-6 に⽰す。 
 

表 6.2.2-6 環境保全措置の検討内容 
環境保全措置の種類 環境保全措置の内容 

⼯事⽤資材等の搬出⼊⾞両台数
の低減 

⼟地の改変に伴う発⽣⼟砂は、減量対策を推進し、敷地外へ搬出する
⼟砂運搬⾞両の台数をできる限り減らす。 

⼯事⽤資材等の搬出⼊⾞両の維
持管理 

⼯事⽤資材等の搬出⼊⾞両の維持管理を徹底し、過剰な沿道騒⾳の発
⽣を防⽌する。 

運転⼿の教育・指導 
⼯事⽤資材等の搬出⼊⾞両の⾛⾏にあたっては、積載量や⾛⾏速度等
の交通法規を遵守し、アイドリングストップの徹底や空ぶかしの禁⽌
等、運転⼿に対して必要な教育・指導を⾏う。 

 
環境保全措置の検討結果 
環境保全措置の検討および検証を⾏った結果、実施することとした環境保全措置

の内容を表 6.2.2-7 に整理した。 
 

表 6.2.2-7 環境保全措置の検討結果の整理 

措置の種類 措置の 
区分 

実施 
主体 保全措置の内容および効果 効果の 

不確実性 
新たに⽣ 
じる影響 

⼯事⽤資材等の搬出
⼊⾞両台数の低減 低減 ⾼松市 

⼟地の改変に伴う発⽣⼟砂は、減量対策
を推進し、敷地外へ搬出する⼟砂運搬⾞
両の台数をできる限り減らすことによ
り、沿道騒⾳への影響を軽減できる。 

なし なし 

⼯事⽤資材等の搬出
⼊⾞両の維持管理 低減 ⾼松市 

⼯事⽤資材等の搬出⼊⾞両の維持管理を
徹底し、過剰な騒⾳の発⽣を防⽌するこ
とにより、沿道騒⾳の影響を抑制できる。 

なし なし 

運転⼿の教育・指導 低減 ⾼松市 

⼯事⽤資材等の搬出⼊⾞両の⾛⾏にあた
っては、積載量や⾛⾏速度等の交通法規
を遵守し、アイドリングストップの徹底
や空ぶかしの禁⽌等、運転⼿に対して必
要な教育・指導を徹底することにより、沿
道騒⾳の発⽣を抑制できる。 

なし なし 
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 3) 事後調査 
採⽤した予測⼿法は、その予測精度に係る知⾒が⼗分に蓄積されているものであ

り、予測の不確実性は⼩さい。ただし、予測の結果、影響は軽微であるものの、⼀
部の道路沿道において⾞両の⾛⾏台数の増加に伴う沿道環境の変化が⽐較的⼤き
いことから、本事業による影響の程度を確認するため、表 6.2.2-8 に⽰す事後調
査を実施する。 

 
表 6.2.2-8 事後調査の概要（騒⾳） 

環境 
要素 調査項⽬ 調査地点 調査時期 調査⽅法 

騒⾳ 

・道路交通騒⾳ 
・道路交通の状況 
 （交通量） 

予測・評価を実施し
た道路沿道とし、現
地調査を実施した 3
地点とする。 

予測・評価を実施した時期
と同様とし、造成⼯事中に
おける⼯事⽤資材等の搬出
⼊⾞両台数が最⼤となる⽉
とする。 
（平⽇ 1 ⽇×24 時間連続） 

道路交通騒⾳は、環境基準
において定められた騒⾳
についての測定の⽅法と
し、測定⾼さは地上⾼さ
1.2m とする。 
道路交通の状況は、⼤型⾞
類、⼩型⾞類等の⾞種別、
上下線⽅向別に毎時間の
交通量を計測する⽅法と
する。 
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 4) 評価 
評価の⼿法 
⼯事⽤資材等の搬出⼊に伴う騒⾳の影響の評価は、調査および予測の結果を踏ま

え、対象事業の実施により⼯事⽤資材等の搬出⼊に係る騒⾳による影響が、事業者
により実⾏可能な範囲内でできる限り回避⼜は低減されているかどうか、また、⼯
事⽤資材等の搬出⼊に係る騒⾳に関する基準⼜は⽬標として、「騒⾳に係る環境基
準」等と調査および予測の結果との間に整合性が図られているかどうかを評価する
⽅法により⾏った。 

 
評価結果 

i) 環境影響の回避・低減に係る評価 
調査および予測の結果、ならびに前項に⽰す環境保全措置の検討結果を踏まえる

と、⼯事⽤資材の搬出⼊に伴う騒⾳の影響は、前項の環境保全措置を講じることに
より、回避⼜は低減が期待できるものと考えられる。 

以上のことから、⼯事⽤資材等の搬出⼊に伴う騒⾳の影響については、事業者の
実⾏可能な範囲内で回避⼜は低減が図られているものと評価した。 

 
ii) 国、県、市等が実施する環境保全施策に係る基準⼜は⽬標との整合性評価 
a. 国、県、市等が実施する環境保全施策に係る基準⼜は⽬標 

道路交通騒⾳については、「環境基本法」第 16 条第 1 項の規定に基づき、騒⾳
に係る環境上の条件について、⽣活環境を保全し、⼈の健康を保護する上で維持さ
れることが望ましい基準として「騒⾳に係る環境基準について」が定められている
ことから、これを環境保全⽬標とした。また、現況において「騒⾳に係る環境基準
について」に定められている基準を超えている場合は現況を悪化させないことを環
境保全⽬標とした。 

 
b. 国、県、市等が実施する環境保全施策に係る基準⼜は⽬標との整合性 

⼯事⽤資材等の搬出⼊に伴う騒⾳の評価結果を表 6.2.2-9 に⽰す。全ての地点
において環境保全⽬標値以下であることから、環境の保全に係る基準⼜は⽬標との
整合性が図られているものと評価した。 

 
表 6.2.2-9 ⼯事⽤資材等の搬出⼊に伴う道路交通騒⾳（LAeq）の評価結果 

単位︓dB 

予測地点 現況騒⾳ 
レベル 予測結果 環境保全⽬標値注） ⼯事⽤資材等の搬出⼊⾞両 

による増加分 

国道 193 号沿い 66 66 70 0（1 未満） 

北側⾛⾏路沿い 60 61 65 1 

南側⾛⾏路沿い 51 56 65 5 

注）「国道193号沿い」は「騒⾳に係る環境基準」の幹線交通を担う道路に近接する空間の昼間の基準を適⽤し、「北
側⾛⾏路沿い」及び「南側⾛⾏路沿い」環境基準に係る類型指定がされていない地域であることから、「騒⾳に係
る環境基準」のC地域の昼間（6:00〜22:00）の基準を準⽤した。 

 


